
「言葉だけの説明で折り紙を折ったら？」 

  造形教育をもりあげる会研究部長  宮川友二朗 
 

 言葉だけの説明で折り紙の折り方が正

しく伝わるでしょうか？ 

こんな試みを、私が非常勤で務めてい

る大学の授業でちょっとだけやってみま

した。 

作ったものは、右の写真にある「高いと

ころから落とすとくるくる回って落ちて

くるヘリコプター」です。 

知っている人は、実に簡単に折れる折

り紙作品だということが分かると思いま

す。 

  

 「ちょっと一息」 

大学の授業で、少し長く話が続いて、学生が

つかれてきたかなと感じたときに、時々、この

ように「ちょっと一息」ということで、気持ち

をリフレッシュできるプチ活動を取り入れてい

ます。 

 

〇「では、今から簡単な折り紙をやりましょう」 

 と言ってロ位が身を 1枚ずつ配ります。 

〇「簡単な折り紙なので、今から折り方を説明 

するのでみんなで折ってみましょう」と投げ 

かけます。 

〇「ただし、説明は言葉だけです。隣の人の折 

り方を見たりしないで、自分だけの力で折っ 

てみてください」と条件を付けます。 

〇言葉だけとはいっても、話すだけではなく、 

 パワーポイント作ったプレゼン画面の言葉を 

示しながら説明しました。 

〇折り進めていくうちに、上とか右、左などの言 

葉が出てくると、向きがわからなくなって、混 

乱してくる学生が表れてきます。 



〇１３個の説明の後、完成です。 

 さすが大学生。半数以上がきちんと折ることが 

できました。 

〇しかし、半数近くの学生は、途中で分からなく 

なって挫折したり、最後まで折りきったもの 

の、何か違うものができてしまったりしてい 

ました。 

〇折り紙は、まだ半分残っていますから、次は、 

画像で折り方を見せながら説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇今度は、全員がちゃんと折ることができました。 

 手で持って、ちょっと高いところから話すとクルクルと回って落ちていきます。 

 この回りながら落ちていく様子に、大学生でも「お～！」と歓声をあげます。 

〇簡単にできる折り紙で、こんなに楽しいものができる驚きを素直に感じてくれました。 

 でも、最初の言葉だけの説明では、ちょっと苦労したことを思い出し、画像や実物など 

視覚を通してよくわかることの大切さも感じられました。 

 



 「活動した学生の感想です」 

〇今回は比較的シンプルなモノで簡単だったがこれがさらに複雑な折り紙だとちゃんと形

に出来たか不安。いかに見て行う事が大切か感じられた。 

〇少し戸惑った。やっぱり、見たほうがやりやすいし確認もすぐにできるので言葉だけでは

不安がある。実際にお手本を見せながら作業することで、子どもたちも理解しやすいんだ

なと改めて思った。 

〇前につくったことがあったので、出来るかなと思いましたが、上手く出来ませんでした。

やはり、言葉だけで伝えるのは難しいなと思いました。大学生にも伝えるのが難しいので

小学生にはほぼ不可能なのではないかと思います。折り紙など、先生と一緒に作る授業の

時には、イラストや、一回一回見本を見せて、行う必要があるなと思いました。 

〇言葉だけで説明してそれを誰かに伝えることがどれだけ大変かわかった。 

大事なポイントをしっかり伝えて、わかりやすく説明すること。 

でも見本や例が大切だと実感した。 

〇縦に半分や横に半分といった言葉だけの説明では正直あっているか間違っているか不安

になった。完成してみてこれそういえば作ったなと思いだし、正解だと分かったが、初め

て作る人には難しいだろうなぁと思いました。図の解説やお手本の大切さ、必要性が痛い

ほどわかりました。 

〇言葉だけでは難しかった。画像があるだけでもやりやすかった。やはり、実際に目で見て

実践するというのがわかりやすいと思った。今回は折り紙という題材だったが、危ないも

のを扱う時の注意も実際に見せたほうがいいんだろうなと思った。 

〇言葉による説明において、相手がどのようなことを伝えたいかということを汲み取ること

がとても難しかった。しかし、ひとつひとつ工程を進めていくことで、次の工程の予想や

出来上がりの想像をしながら取り組むということは面白さを感じた。 

〇言葉だけで折り紙を折ったときに全く違うものができました。紙飛行機みたいになり、こ

れではないよなと思っていましたが、画像ありでおるとヘリコプターができました。言葉

だけでは伝わりにくいことがよくわかりました。また言葉で伝えることの難しさも学びま

した。子ども達に教える時は、その学年にあった言葉を選んでわかりやすいように説明す

るのと実際に子どもたちにあった実演が必要だなと思いました。 

〇ことばだけでの説明のみで図画工作科の授業を成立させることは難しいと感じました。子

どもたちにイメージをしっかりと持たせるためにも、いろいろな準備をしておくことも大

切だと思いました。 

〇縦や横、どちらから見て縦なのか横なのかが実際にやってみると分からなくなり間違えて

しまった。初めて物を作る人に教えるときには、しっかり自分も一緒にやること、やりな

がら教えることの重要性が分かった。実際に子どもに教えるときは、全員に分かるように

ゆっくりすすめながら教えていきたいと思った。 

 

学生はみな、うれしそうに自分がつくった紙のヘリコプターを持ち帰りました 


